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大野城市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市災害対策基金条例の制定について

市道路線の廃止について

大野城市固定資産評価審査委員会委員の選任について

平成28年度大野城市水道事業会計補正予算（第４号）について

平成29年度大野城市一般会計予算について

平成29年度大野城市介護保険特別会計予算について

平成29年度大野城市水道事業会計予算について

大野城市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

シビックゾーン構想調査特別委員会

市民に開かれた議会をつくる調査特別委員会

平成29年度大野城市下水道事業会計予算について

専決処分の報告について（公用車の交通事故による損害賠償の
額の決定及び和解について）

平成29年度大野城市公共用地先行取得事業特別会計予算について

平成28年度大野城市下水道事業会計補正予算（第４号）について

平成29年度大野城市国民健康保険特別会計予算について

平成29年度大野城市後期高齢者医療特別会計予算について

平成29年度大野城市土地区画整理清算金特別会計予算について

平成28年度大野城市一般会計補正予算（第６号）について

市道路線の認定について

審 議 結 果 一 覧
平成29年第１回３月定例会
議決結果件　　名議案番号 付託委員会

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第５号議案

第６号議案

第７号議案

第８号議案

第９号議案
第10号議案

第11号議案

第12号議案

第13号議案

第14号議案

第15号議案

第16号議案

第17号議案

第18号議案

第19号議案

第20号議案

第21号議案

第22号議案

第23号議案

第24号議案

第25号議案

第26号議案

報告第１号

中 間 報 告
中 間 報 告

全会一致可決 総務企画委員会

福祉文教委員会

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃
〃 〃

全会一致同意 ―

全会一致可決 予算委員会

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃
〃 〃

賛成多数　可決
（賛成18・反対1） 〃

全会一致可決 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃

報告 ―

報告 ―

報告 ―

〃 〃
〃

都市環境委員会〃

大野城市税条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市災害活動等支援基金条例を廃止する条例の制定について

福岡都市計画大野城市地区計画の区域内における建築物の
制限に関する条例の一部を改正する条例の制定について

平成28年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
について

平成28年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
について

平成28年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第４号）に
ついて

平成28年度大野城市土地区画整理清算金特別会計補正予算
（第１号）について

平成29年３月定例会を
　　　　　　２月23日（木）から３月21日（火）まで開催
26の案件を審議し、全て可決・同意。報告が３件。
３会派が代表質問。13名の議員が一般質問。

大野城市個人情報保護条例及び大野城市行政手続における
特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

大野城市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び大野城市
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

３
月
定
例
会

―
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第18号議案 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●ー

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（平成29年第１回３月定例会）

会派名 改革フォーラム 自民大野城 自民まどか 公明党 会派に所属し
ていない議員

議員氏名

松
下
　
真
一

清
水
　
純
子

大
塚
　
み
ど
り

河
村
　
康
之

白
石
　
重
成

井
上
　
正
則

関
井
　
利
夫

平
井
　
信
太
郎

田
中
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一

髙
山
　
や
す
子

中
村
　
真
一

井
福
　
大
昌

森
　
　
和
也

山
上
　
高
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松
﨑
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和

－ 陳 情 関 係 －（全議員に写しを配布）

「地球を守れる社会体制創り」の為の陳情書陳情第１号

治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定を支持し、政府に対し意見書提出に関する陳情書陳情第２号

平成29年度「給与所得等に係る市町村民税・道府県民税　特別徴収税額の決定・変更通知書
（特別徴収義務者用）」への個人番号記載の中止を求める陳情書

陳情第３号

◆ 

議
会
の
動
き 

◆

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
初
日
）

全
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議
会

広
報
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員
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会
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２
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疑
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質
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都
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予
算
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正
）

予
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当
初
）

予
算
委
員
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当
初
）

予
算
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本
会
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３
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目
、一
般
質
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本
会
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４
日
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般
質
問
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会
派
代
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議

議
会
運
営
委
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本
会
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終
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全
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広
報
委
員
会

全
員
協
議
会

広
報
委
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会

２
月
16
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23
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３
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３
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日

９
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５
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２
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○
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６
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Ｏ
Ｃ
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委員会報告委員会報告

Ｑ　職員の深夜勤務について、午後10時から翌日

の午前５時までの間を深夜勤務とするとなってい

るが、実際、職員が深夜勤務をする事例はある

のか

Ａ　深夜勤務のよくあるケースとして、大雨が降っ
たとき警報発令によって参集がかかり、勤務の職務
命令が下る。その他には、水道管の破裂の対応など
が深夜勤務となっている。基本的に所属長が職務命
令を発令した後に勤務に服する。

第２号議案
「大野城市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及
び大野城市職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について」

Ｑ　介護休業の分割取得について、２時間を分割して

介護の時間にすると説明があったが、具体的な事例

はあるか。

　また、２時間を介護の時間に当てるということだ

が、介護するために自宅や介護施設に行く通所の時

間や帰宅の時間も含まれているのか、介護する時間

が正味２時間なのか

Ａ　例えば、介護のために施設へ預け、午後５時よ
り前に迎えに行かなければならない場合や、午前９
時以降しか受け付けてもらえない場合、その間、介
護時間の設定がなければ休暇を取っていかなければ
ならない。そのような部分について、フレキシブル
に対応できるよう、制度が設定されている。

Ｑ　改正によって、大野城市の介護保険からの収

入はどのようになるのか

Ａ　仮に、27 年に条例改正を行った場合の効果は、
試算によると減額が 34 人で、総額 173 万 9,000 円。
今年度は、改正をしていれば 10 月 21 日の段階で、
33 人が合計で 207 万 1,000 円の保険料の軽減が図れ
る。

第４号議案
「大野城市介護保険条例の一部を改正する条例の制
定について」（介護保険料算定の基礎となる合計所
得の捉え方を見直し、65 歳以上の高齢者が負担す
る介護保険料の負担軽減を図るもの）

※注：保険料算定の基礎となる合計所得は、地
方税法第292条に規定。その定義は、損失の繰
越控除前の総所得金額、長期・短期譲渡所得、
株式等の譲渡所得、退職所得などを合計した額
であり、税法上の控除は反映されない。高齢者
が所有する不動産を売却した場合、翌年の合計
所得が急増し、介護保険料が急激に高くなると
いうこともあり、国は不動産の売却において、
災害や土地収用などの売却収益については、所
得として取り扱わないこととした。そのことに
より、合計所得から特別控除額を適用した額を
用いることを、平成29年4月から施行。

～主　な　審　査　内　容～

総 務 企 画 委 員 会

福 祉 文 教 委 員 会
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Ｑ　地方創生推進交付金、地方創生加速化交付金

とはどういうものか

Ａ　大野城市まち・ひと・しごと総合戦略に位置づ
けられた先駆的な取り組みを円滑に実施することを
目的として交付される交付金。

Ｑ　何に対して交付されるのか

Ａ　地方創生推進交付金は、男女平等推進センター
アスカーラへの指定管理者交付金、それとアスカー
ラへ市が委託している地域女性リーダー育成事業に
対して交付される。
　地方創生加速化交付金は、総合戦略に位置づけら
れた先駆的な取り組みに対して交付されるものであ
り、大野城市にぎわいづくり協議会への補助金、地
域情報発信アプリ開発事業に対して交付される。

第 11号議案
「平成28年度大野城市一般会計補正予算（第６号）」
について

Ｑ　一般被保険者高額療養費について

Ａ　平成 27 年 10 月からＣ型肝炎やがんなどに効き
目がより高く、値段の高い医薬品が保険適用され、
利用が始まったことにより、高額医療費については、
１億円の不足が見込まれる。

第 12号議案
「平成 28 年度大野城市国民健康保険特別会計補正
予算（第５号）」について

予 算 委 員 会 （ 補 正 予 算 ）

Ｑ　基金の原資はいくらか

Ａ　福岡県西方沖地震における義援金配分金のう
ち、未配分の 724 万円である。

第５号議案
「大野城市災害活動等支援基金条例を廃止する条例
の制定について」

Ｑ　基金の目的・用途

Ａ　災害から市民の生命、身体及び財産を守るとと
もに、災害予防、災害応急対策、災害復旧及び災害
復興を円滑に推進することを目的とし、具体的には、
自主防災組織が行う訓練等の助成金を考えている。

第６号議案
「大野城市災害対策基金条例の制定について」

Ｑ　福岡県の都市計画区域の範囲がどう変わった

のか

Ａ　集約型の都市づくりを効果的に進めるため、従
来の本市と福岡市、春日市、志免町、粕屋町に、古
賀市や新宮町、久山町等々をくわえた 12 の区域が
ひとつの区域となった。

第７号議案
「福岡都市計画大野城市地区計画の区域内における
建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例
の制定について」

都 市 環 境 委 員 会
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平成29年度　一般会計予算

市　税
129億9815万円

37.1％

国県支出金
88億554万円
25.1％

市債
34億800万円
9.7％

地方交付税
28億6000万円

8.2％

繰入金
26億7572万円

7.6％

教育費
29億7668万円

8.5％

公債費
28億6485万円

8.2％

衛生費
24億9551万円

7.1％

土木費
38億1237万円
10.9％

総務費
60億227万円
17.1％

民生費
145億9519万円

41.6％

譲与税及び交付金
20億8730万円

6.0％

その他
22億3529万円

6.3％

その他
23億2313万円

6.6％

総　額
350億
7000万円

総　額
350億
7000万円

歳　入 歳　出

Ｑ　市内回遊レンタサイクル「Joe Bike」（ジョー

バイク）導入実証実験事業の目的について

Ａ　大野城トレイル、地域資源等を回遊してもらう
ための、にぎわいの創出の手段の一つとして、他市
でも導入しているレンタサイクルの実証実験を行う
もの。

Ｑ　証明書簡易申請システム更新事業について

Ａ　各種証明書の取得に係る市民の利便性を向上さ
せるため、市庁舎と南コミュニティセンターに設置
している証明書簡易システム「しょうめい君」の更
新を行い、中央・東・北コミュニティセンターへの
整備を図るもの。

第 18号議案
「平成 29年度大野城市一般会計予算について」

Ｑ　災害時特設公衆電話設置事業について

Ａ　避難所となる公民館、集会所、コミュニティセ
ンター及び総合体育館の計 36 カ所に災害時特設公
衆電話を事前に設置し、避難者の円滑な通信手段を
確保するもの。電話回線の敷設工事費が主なもの。

Ｑ　ランドセルクラブ備品整備事業について

Ａ　学童保育と一体的に事業を行っている放課後子
ども教室（ランドセルクラブ）の備品整備を対象と
する文部科学省の学校・家庭・地域連携協力推進事
業費補助金を活用して、タブレット等のＩＣＴ機器
の整備を行うもの。

予 算 委 員 会 （ 当 初 予 算 ）



7

代表質問 ～ 大野城市長の考えを問う ～

３
期
目
の
成
果
に
つ
い
て

私
が
３
期
目
の
市
政
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
に
当
た
っ
て
示
し
た
34
の
プ

ラ
ン
は
、
そ
の
全
て
が
達
成
あ
る
い

は
任
期
中
で
の
達
成
を
見
込
ん
で
い

る
。
加
え
て
、
第
５
次
大
野
城
市
総

合
計
画
に
掲
げ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
市
民
満
足
度
に
つ

い
て
も
全
体
的
に
上
昇
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
に
対
し

て
は
市
民
の
皆
様
か
ら
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
認
識
を

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す

人
々
が
ふ
る
さ
と
大
野
城
に
誇
り
を

持
ち
、
心
豊
か
に
生
き
生
き
と
輝
き

な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
目
指
す
べ
き
未
来
の
姿
に
想

い
を
は
せ
、
そ
の
想
い
を
一
歩
ず
つ

着
実
に
実
行
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

４
期
目
に
向
け
て
の
決
意
を

私
は
、
政
策
の
執
行
に
責
任
を
持
つ

行
政
府
の
長
と
し
て
、
ま
た
、
次
の

世
代
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
応
え
る
政
治

家
と
し
て
、
大
野
城
市
の
礎
を
築
か

れ
た
先
人
の
方
々
の
想
い
を
次
の
世

答 問答 問

代
に
つ
な
い
で
い
く
責
任
が
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
４
年

間
に
は
、
大
野
城
市
に
と
っ
て
解
決

す
べ
き
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
同
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

賜
り
、
我
が
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
与

え
ら
れ
た
職
責
を
全
う
し
て
ま
い
り

た
い
と
決
意
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

自
民
大
野
城

自
民
ま
ど
か

自民大野城・自民まどか 改革フォーラム 公明党

髙山　やす子
田中　健一
平井　信太郎
関井　利夫

天野　嘉久孝
山上　高昭
森　　和也
井福　大昌 
中村　真一

松﨑　正和
関岡　俊実
松田　美由紀
福澤　信光
松﨑　百合子

井上　正則
白石　重成
河村　康之
大塚　みどり

会　　派

所属議員

１．平成 29 年度施
　政方針について

１．施政方針について

内 容

１．保育所の待機児童の解消と子
育て支援について

２．地域包括ケアシステムの充実
と高齢者福祉施設の入所待機の
解消について

３．学校運営協議会の活性化とラ
ンドセルクラブの全校実施に向
けた取り組みについて

４．総合的な交通体系の確立と空
き家等対策計画について

５．行政情報の管理体制と働き方
改革について

※　 とは・・・・・・・・質問者のことです。
※代表質問とは・・・会派（合同会派も含む）が施政のあり方について
　　　　　　　　　市長に問うもの

質

注：各会派の最後にあるＱＲコードから映像を見ることができます。

質質質

大
野
城
を

　
　

未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に

大
野
城
を

　
　

未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に

▲映像はこちら



８

施
策
方
針
に
あ
る
ふ
る
さ
と
の
未
来

の
な
か
で
西
鉄
高
架
下
の
活
用
や
大

野
城
ト
レ
イ
ル
の
利
用
促
進
に
つ
い

て「
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
」
高
架
下
活

用
は
市
民
や
関
係
団
体
、
西
鉄
な
ど

と
の
協
議
を
進
め
る
。

「
大
野
城
ト
レ
イ
ル
」
は
、
歩
き
な

が
ら
市
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
き

車
や
バ
ス
な
ど
の
利
用
も
想
定
し
駐

車
や
駐
輪
が
可
能
な
施
設
の
経
由
や

バ
ス
停
付
近
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
も

設
定
。
駐
車
場
や
駐
輪
場
の
整
備
は
、

利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

市
政
運
営
の
基
軸
の
な
か
の
本
市
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て

西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差

事
業
の
駅
前
広
場
は
、
将
来
に
わ
た

り
、
に
ぎ
わ
い
・
人
の
回
遊
を
創
出
。

駅
前
広
場
内
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の

乗
り
入
れ
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
協

議
を
行
い
利
用
者
の
意
見
を
反
映
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
、
駅
舎

の
建
築
は
、
県
を
中
心
に
大
野
城
市
、

春
日
市
、
西
鉄
の
４
者
で
協
議
を
実

施
し
て
い
る
。

答 問答 問

「
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」

は
、
ま
ち
の
魅
力
発
信
・
交
流
人
口

の
拡
大
を
目
的
に
通
信
機
能
や
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
と
併
せ
て
貸
し
出
し
、
返
却

の
遠
隔
制
御
機
能
を
備
え
た
も
の
で

地
域
資
源
の
回
遊
促
進
手
段
と
し
て

市
外
か
ら
の
来
訪
者
の
利
用
を
前
提

に
、Ｊ
Ｒ
大
野
城
駅
、
西
鉄
下
大
利

駅
な
ど
の
鉄
道
駅
に
４
カ
所
、
回
遊

結
節
点
と
し
て
市
役
所
に
１
カ
所
の

合
計
５
カ
所
に
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を

設
置
、
各
ポ
ー
ト
に
７
台
の
自
転
車

を
配
置
す
る
予
定
。
実
証
実
験
と
し

て
「
お
お
の
じ
ょ
う
ま
ち
な
か
わ
く

わ
く
パ
ビ
リ
オ
ン
」
の
開
催
時
期
に

合
わ
せ
、
実
施
を
考
え
て
い
る
。

や
す
ら
ぎ
の
未
来
と

　
　

ふ
る
さ
と
の
未
来

や
す
ら
ぎ
の
未
来
と

　
　

ふ
る
さ
と
の
未
来

　

公　

明　

党

小
中
学
校
の
入
学
準
備
金
の
早
期
支

給
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か

昨
年
度
か
ら
新
１
年
生
の
保
護
者
に

つ
い
て
は
、
入
学
前
の
２
月
に
就
学

援
助
の
申
請
を
受
付
け
、
新
入
学
用

品
費
を
４
月
に
支
給
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
、
就
学
援
助

の
認
定
を
受
け
る
中
学
校
新
１
年
生

の
保
護
者
の
う
ち
、
希
望
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
新
入
学
用
品
費
の
額

を
中
学
校
の
制
服
代
金
の
一
部
と
し

て
市
か
ら
直
接
、
制
服
の
業
者
に
支

払
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

特
別
養
護
老
人
施
設
等
の
充
足
を
図

り
、
待
機
者
解
消
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か

県
の
調
査
で
、
市
内
に
は
89
人
の
待

機
者
が
お
ら
れ
る
と
公
表
さ
れ
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
、
大
野
城
市
介

護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計

画
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
に
本
市

乙
金
第
２
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
１
カ
所
80

床
を
整
備
す
る
の
で
、
待
機
者
は

ほ
ぼ
解
消
す
る
と
考
え
て
い
る
。

南
地
区
の
交
通
利
便
性
の
向
上
を
図

答答 問問問

答
る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
交
通
体
系

の
検
証
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か

南
地
区
で
の
路
線
バ
ス
の
運
行
、
並

び
に
Ｊ
Ｒ
大
野
城
駅
か
ら
の
ま
ど
か

号
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
現
状
を
調
査
し
て
い
る
の
で
、

市
バ
ス
交
通
協
議
会
の
中
で
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
合
的
な
交
通
体
系
の
検
証
に
つ
い

て
は
、
将
来
的
な
年
齢
構
造
や
人
口

動
態
の
変
化
な
ど
を
見
な
が
ら
、
本

市
の
バ
ス
交
通
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

市
民
生
活
の

　
　

負
担
軽
減
に
向
け
て

市
民
生
活
の

　
　

負
担
軽
減
に
向
け
て

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

▲映像はこちら

▲映像はこちら
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一般質問 ～ これからの大野城を問う ～
注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像をみることができます。

福澤　信光 本市の防災力向上について

松﨑百合子 不登校問題への取り組みについて

森　　和也 自衛隊と大野城市との関わりについて

平井信太郎 本市における危険地域とその対応につ
いて

河村　康之 安全・安心なまちづくりについて
障がい者福祉サービスについて 

中村　真一
公園の利用促進と街路樹の維持管理に
ついて
本市における小学校の教育について

松田美由紀
第２次大野城市子ども読書活動推進計
画について
子ども達が育つ・子どもが作る「弁当
の日」の実施について

松下　真一 鉄道の安全対策について
市税等の滞納整理強化策について

関井　利夫
小・中学校での「ふるさと学習」の授業の
現状について
小・中学校の教室の適正な確保、配置等について
市庁舎（職員）における「働き方改革」の実践について

清水　純子
公共施設における再生可能エネルギーについて
国や県指定等の史跡周辺における屋外
広告物の規制について

大塚みどり
次期学習指導要領の対応について
ごみの減量について
コミュニティ文化事業について

井上　正則 子ども及び高齢ドライバーの交通安全対策について
路面下空洞調査について

井福　大昌 子どもの夢と未来をつなぐ「スペースドリー
ム大野城」の「宇宙学校・宇宙教室」について

▲映像はこちら

答 答

答答答答

問

問問問問問 大
野
城
市
の
防
災
力
向
上
に
つ
い
て

大
野
城
市
の
防
災
力
向
上
に
つ
い
て

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
・
行
政
の

役
割
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

災
害
に
強
い
ひ
と
・
ま
ち
・
備
え
の

三
態
勢
を
基
本
目
標
に
事
項
を
定
め

る
。

地
域
に
お
け
る
災
害
対
応
に
つ
い
て
・

地
域
の
組
織
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か

各
区
、
区
長
を
中
心
に
組
織
を
作
り

地
域
全
体
の
意
識
向
上
を
目
指
す
。

災
害
情
報
の
伝
達
に
お
け
る
多
言
語

化
に
つ
い
て
の
見
解
は

防
災
メ
ー
ル
の
英
語
版
・
三
か
国
語

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
。

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
・
誰
が
避
難
支
援
や

救
助
を
行
う
の
か

近
所
の
支
援
者
や
自
主
防
災
組
織
、

福
祉
関
係
者
に
支
援
し
て
頂
く
。
救

助
に
関
し
て
は
状
況
に
応
じ
て
消
防

団
に
も
支
援
を
行
っ
て
頂
く
。

消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
活
用
に
つ
い
て
・
消

防
団
Ｏ
Ｂ
の
活
用
は
ど
う
考
え
て
い

る
か

自
主
防
災
組
織
や
各
区
役
員
の
一
員

に
な
り
、
消
防
団
と
の
架
け
橋
に
な
っ

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

消
防
団
に
つ
い
て
・
団
員
の
組
織
率
・

身
分
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
？
ま
た
訓
練
の
内
容
や
頻
度
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

定
数
２
０
０
名
に
対
し
、
現
在
１
７
９

名
で
身
分
は
非
常
勤
の
特
別
職
地
方

公
務
員
で
あ
る
。
総
合
防
災
訓
練
や

消
防
署
と
二
市
一
町
消
防
団
合
同
の

大
規
模
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
や
火

災
予
防
週
間
に
放
水
競
技
会
を
行
っ

て
い
る
他
各
分
団
で
消
防
署
の
指
導

に
よ
る
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

福　

澤　

信　

光



10

答 問問答答

答

問

問

本
市
に
お
け
る

　
　
　
　

小
学
校
の
教
育
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る

　
　
　
　

小
学
校
の
教
育
に
つ
い
て

答答答 問問問

答 問答答 問問

危
険
な
個
所
を
補
修
し
、

安
全
な
大
野
城
を
創
ろ
う
！

危
険
な
個
所
を
補
修
し
、

安
全
な
大
野
城
を
創
ろ
う
！

平
野
台
地
区
等
の
急
傾
斜
地
域
土
砂

災
害
の
特
別
警
戒
区
域
の
対
策
で
、

傾
斜
勾
配
を
緩
や
か
に
す
る
と
か
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
覆
う
よ
う
な

対
策
は
出
来
な
い
か

傾
斜
地
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
覆
う

法
（
の
り
）
枠
工
法
や
、
傾
斜
地
の

下
に
防
護
擁
壁
を
設
置
す
る
工
法
、

斜
面
の
勾
配
や
形
状
を
変
更
す
る
工

法
な
ど
費
用
面
も
含
め
検
討
す
る
。

土
石
流
土
砂
災
害
の
特
別
警
戒
区
域

は
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行

う
予
定
で
あ
る
か

県
が
実
施
す
る
砂
防
事
業
や
治
山
事

業
の
実
施
に
向
け
た
働
き
か
け
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

平
田
川
流
域
で
、
橋
の
欄
干
の
高
さ

が
70
㎝
と
低
い
所
や
、
防
護
柵
が
80

㎝
と
低
く
転
落
の
恐
れ
が
あ
り
、
老

朽
化
し
て
危
険
で
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
す
る
の
か

転
落
防
止
等
の
対
策
が
必
要
な
基
準

の
高
さ
１
１
０
㎝
に
満
た
な
い
箇
所

が
あ
る
の
で
、
老
朽
化
し
て
い
る
箇

所
と
併
せ
て
今
後
改
善
す
る
。

平
田
川
流
域
以
外
に
も
市
内
全
域
に

危
険
箇
所
が
あ
る
と
思
う
が
把
握
は

し
て
い
る
か

今
後
調
査
を
実
施
し
て
、
状
況
を
把

握
し
た
上
で
対
応
す
る
。

一
時
避
難
場
所
に
掲
示
板
を
立
て
、

市
民
に
周
知
し
て
は
ど
う
か

一
時
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

公
園
は
、
避
難
場
所
を
明
記
し
た
名

板
を
来
年
度
か
ら
、
３
カ
年
か
け
て

整
備
す
る
。

公
民
館
等
の
地
区
避
難
場
所
の
表
示

が
分
か
り
づ
ら
い

今
後
は
新
標
準
マ
ー
ク
で
整
備
を
進

め
て
い
く
。
公
民
館
と
集
会
所
は
入

り
口
に
シ
ー
ル
を
貼
る
。
学
校
及
び

近
隣
公
園
は
、
看
板
設
置
を
検
討
す

る
。

各
小
学
校
に
教
育
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
特
色
が
あ
る
か

御
笠
の
森
小
学
校
の
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
が
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
。

例
え
ば
、
大
野
小
、
大
利
小
で
は
、

伝
統
的
に
道
徳
教
育
を
推
進
。
大
野

南
小
で
は
校
内
研
究
の
主
要
テ
ー
マ

に
外
国
語
活
動
。
大
城
小
で
は
、
生

活
科
・
理
科
を
県
下
で
も
先
進
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
各
学
校
へ
の
働

き
か
け
や
支
援
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
っ
て
い
る
か

学
校
の
主
題
研
究
に
基
づ
く
校
内
研

修
に
お
い
て
の
指
導
助
言
。
平
成
25

年
度
か
ら
全
校
に
学
校
運
営
協
議
会

を
発
足
。
５
年
に
一
回
、
研
究
発
表

会
を
開
催
。
市
の
教
育
委
員
会
が
訪

問
す
る
場
合
、
指
導
助
言
を
す
る
。

土
曜
日
活
動
教
育
に
つ
い
て
本
市
の

考
え
方
は

本
市
は
地
域
で
社
会
体
育
が
盛
ん
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
入
っ
て
心
身
を
鍛
え
る
活
動
、

習
い
事
を
通
し
て
自
分
の
趣
味
や
成

長
に
つ
な
げ
る
活
動
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
家
庭
・
地
域
と
連
携
し

た
活
動
が
、
豊
か
な
生
活
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
学
力
保

障
の
た
め
だ
け
の
土
曜
日
を
活
用
す

る
教
育
課
程
内
の
土
曜
授
業
等
を
実

施
す
る
こ
と
の
計
画
予
定
は
な
い
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

日
常
の
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
を
優
先
。
日
々
の
授
業
研
究
を
継

続
さ
せ
学
力
向
上
を
図
る
。
た
だ
、

参
観
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
推
奨
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

平　

井　

信
太
郎

中　

村　

真　

一

▲映像はこちら

▲映像はこちら

欄干の高さ70cmの危険箇所
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答答 問問答 問

答 問

自
衛
隊
と
大
野
城
市
の

　
　
　
　
　
　
　

関
わ
り
に
つ
い
て

自
衛
隊
と
大
野
城
市
の

　
　
　
　
　
　
　

関
わ
り
に
つ
い
て

答答 問問

答 問

障
が
い
者
の

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い
て

障
が
い
者
の

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い
て

本
市
の
災
害
に
対
し
、
過
去
自
衛
隊

が
災
害
派
遣
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

か平
成
以
降
で
は
、
平
成
11
年
６
月
と

平
成
15
年
７
月
の
豪
雨
災
害
時
に
、

陸
上
自
衛
隊
に
対
す
る
災
害
派
遣
の

要
請
を
行
っ
た
。
平
成
11
年
の
豪
雨

で
は
、
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
御
笠

川
が
筒
井
橋
付
近
で
あ
ふ
れ
た
た
め
、

堤
防
で
の
土
の
う
積
み
な
ど
の
水
防

活
動
を
、
ま
た
平
成
15
年
の
豪
雨
で

は
、
御
笠
川
の
梅
林
井
堰
下
流
の
堤

防
の
表
面
が
削
り
と
ら
れ
た
た
め
、

現
場
で
の
応
急
復
旧
作
業
の
支
援
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

本
市
は
、
ど
の
よ
う
な
自
衛
官
募
集

業
務
を
行
っ
て
い
る
か

本
市
で
は
、
市
広
報
誌
へ
の
募
集
案

内
の
掲
載
、
市
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
の
募

集
案
内
パ
ネ
ル
の
設
置
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
ま
ど
か
号
車
内
で
の
ポ
ス

タ
ー
及
び
つ
り
下
げ
チ
ラ
シ
の
掲
示

を
行
っ
て
い
る
。

本
市
に
は
、
退
職
し
た
自
衛
官
が
勤

務
し
て
い
る
か

現
在
本
市
に
お
い
て
、
防
災
危
機
管

理
の
専
門
官
と
し
て
、
退
職
し
た
自

衛
官
１
名
を
嘱
託
職
員
で
雇
用
し
て

い
る
。

久
留
米
市
・
飯
塚
市
は
、
退
職
し
た

自
衛
官
を
多
く
採
用
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
本
市
も
福
岡
地
方
協

力
本
部
と
の
連
携
を
強
化
し
、
積
極

的
に
退
職
し
た
自
衛
官
を
雇
用
す
る

考
え
は
な
い
か

今
の
と
こ
ろ
防
災
危
機
管
理
専
門
官

の
み
だ
が
、
今
後
そ
の
他
の
職
種
で

も
必
要
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
退
職
自
衛
官
の
積
極
的
な
雇

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
サ
ー
ビ
ス

内
容
と
利
用
で
き
る
対
象
者
の
条
件

と
人
数
は

タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
が
割
り
引

き
に
な
る
利
用
券
を
対
象
者
に
交
付

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
対
象
者
は
外
出

が
困
難
と
考
え
ら
れ
る
障
が
い
者
、

重
度
の
身
体
障
が
い
者
、
重
度
の
知

的
障
が
い
者
、
重
度
の
精
神
障
が
い

者
で
、
対
象
者
は
約
１,
１
５
０
人
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
知
ら
な
い

対
象
者
や
、外
出
時
は
自
身
や
介
助
者

の
運
転
等
に
よ
り
、タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
必
要
と
し
な
い
方
も
い
る
と
思
う

が
、そ
の
事
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

サ
ー
ビ
ス
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
き
め
細
や
か
な
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
障
が

い
者
全
般
を
見
た
場
合
、
自
家
用
車

で
移
動
す
る
障
が
い
者
の
方
に
対
す

る
移
動
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

現
状
と
し
て
十
分
に
支
援
が
行
き
届

い
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

他
市
で
は
、同
様
の
対
象
者
に「
タ
ク

シ
ー
利
用
券
」と
自
家
用
車
の「
燃
料

費
助
成
」の
ど
ち
ら
か
を
選
べ
る
制
度

を
実
施
し
て
い
る
が
、本
市
で
も
利
用

者
の
状
況
を
考
慮
し
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か

障
が
い
者
の
移
動
費
用
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
現
状
と
し
て
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
な
ど
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る

が
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
な

い
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、

重
度
障
が
い
者
の
外
出
の
現
状
や
そ

の
手
段
等
の
実
態
を
調
査
し
、
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

森　
　

和　

也

河　

村　

康　

之

▲映像はこちら

▲映像はこちら
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答 問問答答

答

問

問答 問答 問

不
登
校
訪
問
支
援
の
充
実
を
！

　
　

地
域
に
も
居
場
所
を

不
登
校
訪
問
支
援
の
充
実
を
！

　
　

地
域
に
も
居
場
所
を

答答 問問

答 問

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む

　
　
　

子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
を

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む

　
　
　

子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
を

大
野
城
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
の
実
施
状
況
を
集
約
し
て
公
表
す

る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
公
表
方

法
は

平
成
27
年
度
、
28
年
度
と
も
、
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
委
員
会
で
報
告
し

て
い
る
。
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
公
表
と
あ
わ
せ
て
、Ｐ
Ｒ
方
法
を
検

討
し
て
い
く
。

障
が
い
児
・
者
に
配
慮
し
た
計
画
の

現
状
に
つ
い
て

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵
本
の
整
備
状
況

に
つ
い
て

②
点
字
図
書
、
活
字
文
書
読
み
上
げ

装
置
、
拡
大
読
書
器
の
給
付
状
況

に
つ
い
て

③
本
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

④
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
の
活

用
状
況
に
つ
い
て

①
ま
ど
か
ぴ
あ
図
書
館
で
は
点
字
つ

き
絵
本
を
24
冊
、
布
の
絵
本
を
33
冊

所
蔵
し
て
い
る
。②
点
字
図
書
に
つ
い

て
は
、
障
が
い
児
へ
の
過
去
３
年
間

及
び
今
年
度
の
現
時
点
で
の
給
付
実

績
は
な
い
。
活
字
文
書
読
み
上
げ
装

置
は
、
平
成
25
年
度
は
２
件
、
平
成

26
年
度
と
27
年
度
は
給
付
は
な
く
、

今
年
度
は
現
時
点
で
１
件
、
拡
大
読

書
器
は
、
平
成
25
年
度
は
６
件
、
平

成
26
年
度
は
３
件
、
平
成
27
年
度
は

４
件
、
今
年
度
は
現
時
点
で
５
件
と

な
っ
て
い
る
。③
利
用
者
か
ら
の
要
望

あ
る
い
は
問
い
合
わ
せ
等
が
な
い
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。④
図
書
館
で
の
利
用
要
望

等
も
な
い
為
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ

イ
ジ
ー
図
書
の
所
蔵
は
な
い
。
小
中

学
校
へ
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

子
ど
も
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連

携
に
つ
い
て

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要

と
す
る
団
体
等
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
場
合
に
、
登
録
者
を
紹
介
し

読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
は

小
中
合
わ
せ
て
１
２
２
名
（
Ｈ
24
）、

１
３
３
名
（
Ｈ
25
）、
１
４
６
名
（
Ｈ

26
）、
１
６
８
名
（
Ｈ
27
）、
本
年
度

は
１
月
末
現
在
で
１
６
７
名
（
グ
ラ

フ
参
照
）。
不
登
校
の
主
な
要
因
は
、

家
庭
環
境
の
急
激
な
変
化
、
人
間
関

係
の
悩
み
、
学
業
不
振
な
ど
で
複
合

し
て
い
る
。

本
市
の
取
り
組
み
は

①
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
指
導

主
事
を
中
心
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
の
派
遣
、②

北
コ
ミ
内
の
適
応
指
導
教
室
、③
中
学

校
内
の
校
内
適
応
指
導
教
室
は
63
名

が
利
用
し
、
学
び
、
体
験
、
相
談
の
場
、

居
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
は

来
年
度
は
、
不
登
校
対
策
サ
ポ
ー
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
５
名
へ
。Ｓ
Ｓ
Ｗ
は

週
３
回
３
名
体
制
へ
増
員
し
、
中
学

校
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
訪
問
を
含
め
た

幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
教
育

機
会
確
保
法
で
は
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
多
様
な
学
び
の
重
要
性
や
休

養
の
必
要
性
を
踏
ま
え
て
い
る
。

研
修
・
啓
発
は

学
校
運
営
協
議
会
や
家
庭
教
育
学
級

な
ど
で
も
不
登
校
問
題
を
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

適
応
指
導
南
教
室
の
開
設
は

本
年
度
は
大
阪
府
池
田
市
と
福
岡
市

の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
視
察
し
た
。

場
所
の
確
保
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で

運
営
し
て
い
く
か
な
ど
、
引
き
続
き

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

民
間
の
活
動
へ
の
支
援
は

民
間
活
動
団
体
に
対
し
て
出
前
講
座

を
行
っ
た
。
今
後
も
情
報
を
共
有
し
、

連
携
し
て
い
き
た
い
。

　

松　

田　

美
由
紀

松　

﨑　

百
合
子

▲映像はこちら

▲映像はこちら

大野城市長期欠席児童生徒（人）

小学校 中学校

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0
H24年度

99
101

124
140

131

36
2822

32
23

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度1月末
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答答答 問問問

答 答問 問

鉄
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

鉄
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

答答 問問

答 問

小
中
学
校
の
教
室
の

　
　

適
正
な
確
保
、配
置
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
教
室
の

　
　

適
正
な
確
保
、配
置
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
が
示
し
た
緊
急
対
策
が

必
要
な
踏
切
の
現
状
は

西
鉄
関
連
の
踏
切
が
５
箇
所
、Ｊ
Ｒ
九

州
関
連
の
踏
切
が
１
箇
所
上
げ
ら
れ

て
い
る
。Ｊ
Ｒ
の
宝
珠
踏
切
は
、
１
時

間
当
た
り
の
遮
断
時
間
が
40
分
以
上

の
開
か
ず
の
踏
切
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
宝
珠
踏
切
の
遮
断
時
間
を
改

善
す
る
為
に
、
鉄
道
事
業
者
に
対
し
、

警
報
開
始
時
間
を
適
正
化
す
る
賢
い

踏
切
の
導
入
を
求
め
て
い
く
こ
と
と

す
る
。

鉄
道
事
業
者
と
の
踏
切
改
善
に
つ
い

て
の
協
議
は
行
っ
て
い
る
か

国
や
県
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

今
後
鉄
道
事
業
者
と
の
協
議
を
行
う
。

高
齢
者
、
障
害
者
の
移
動
等
の
円
滑

化
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
た

計
画
は
作
成
し
て
い
る
か

現
在
、
旧
法
に
基
づ
き
平
成
15
年
に

策
定
し
た
、
大
野
城
市
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
を
、
い
わ
ゆ
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
新
法
第
25
条
に
規
定
さ

れ
て
い
る
基
本
構
想
に
見
直
し
作
業

中
で
あ
る
。

本
市
内
で
、
鉄
道
事
業
者
が
講
ず
べ

き
措
置
の
推
進
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か

Ｊ
Ｒ
の
２
駅
は
駅
舎
の
新
設
及
び
大

規
模
改
修
の
計
画
は
な
い
。

西
鉄
の
２
駅
は
、
連
続
立
体
交
差
事

業
で
新
駅
舎
に
な
る
の
で
、
事
業
完

了
時
に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
適

合
し
た
駅
舎
が
整
備
さ
れ
る
。

西
鉄
天
神
大
牟
田
線
高
架
事
業
計
画

の
中
に
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
計
画
は

入
っ
て
い
る
か

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
は
要
望
し
た
。

現
時
点
で
の
設
置
計
画
は
な
い
が
、

新
駅
舎
の
ホ
ー
ム
に
は
ホ
ー
ム
ド
ア

を
設
置
す
る
こ
と
を
見
越
し
た
構
造

に
整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

普
通
教
室
、多
目
的
室
そ
し
て
特
別
支

援
教
室
な
ど
の
状
況
は
？

普
通
教
室
と
理
科
室
や
音
楽
室
な
ど

の
特
別
教
室
、
グ
ル
ー
プ
学
習
や
学
校

事
業
な
ど
の
用
途
を
想
定
し
た
多
目

的
室
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
が
在
籍

す
る
特
別
支
援
学
級
の
教
室
な
ど
を

配
置
し
て
い
る
が
、
近
年
、
特
別
支

援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
が

増
え
て
い
る
た
め
、
余
裕
教
室
に
間

仕
切
り
壁
を
設
け
る
な
ど
し
て
障
が

い
の
特
性
に
合
わ
せ
た
適
切
な
指
導

が
で
き
る
よ
う
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

現
状
、
適
切
と
言
え
な
い
状
況
が
あ

る
か
？
ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
？

各
教
室
の
配
置
に
関
し
、
課
題
等
考

え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
学
校
に
よ
っ

て
は
多
目
的
室
を
確
保
で
き
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
は
学
級
数

の
増
加
に
伴
い
、
本
来
の
多
目
的
室

を
普
通
教
室
に
転
用
す
る
な
ど
し
て

い
る
。
ま
た
、
学
校
内
の
全
体
的
な

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
な
ど
で
特
別
支
援

学
級
の
教
室
を
必
ず
し
も
学
校
側
が

望
む
場
所
に
配
置
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

大
城
小
学
校
の
特
別
支
援
学
級
は
児

童
が
登
下
校
の
際
に
利
用
す
る
昇
降

口
に
隣
接
す
る
場
所
に
配
置
さ
れ
て

い
る
が
、こ
う
い
う
状
況
を
ど
う
考
え

る
か
？

学
校
か
ら
は
周
辺
が
騒
が
し
く
な
い

場
所
に
配
置
を
変
更
し
て
ほ
し
い
旨

の
要
望
が
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
学
校
の
増
築
や
大
規
模
改
修

の
中
で
、
学
校
全
体
の
ス
ペ
ー
ス
や

予
算
の
範
囲
の
中
で
で
き
る
限
り
の

対
応
を
し
て
い
く
。

松　

下　

真　

一

　

関　

井　

利　

夫

▲映像はこちら

▲映像はこちら
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※「デマンド」とは、要望・要請の
意味であり、デマンド交通は利用者
の希望時間や乗車場所などに応える
有効な手段といえる。

答 問

答

問 子
ど
も
及
び
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

　
　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

子
ど
も
及
び
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

　
　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

答答 問問 新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
伴
う

　
　

教
育
改
善
や
整
備

新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
伴
う

　
　

教
育
改
善
や
整
備

小
学
校
で
は
英
語
が
５
年
生
か
ら
教

科
化
、
３
年
生
の
段
階
で
も
外
国
語

活
動
と
し
て
、
新
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
み
込
ま
れ
る
。
学
習
内
容
の

削
減
は
行
わ
な
く
、
増
加
分
の
時
数

確
保
は
現
場
任
せ
と
な
っ
て
い
る
こ

と
の
本
市
の
取
り
組
み
は

朝
の
活
動
の
時
間
な
ど
、
15
分
を
３

セ
ッ
ト
と
考
え
、
１
単
位
時
間
を
増

や
す
。
単
純
に
１
時
間
増
や
す
。
夏

季
休
業
等
を
短
縮
し
、
授
業
日
数
を

増
や
す
な
ど
、
10
校
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
に
見
合
っ
た
対
策
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
特
別
支
援
教
室
在
籍
の

子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
移
動
が
大
変

だ
と
か
、
細
切
れ
の
学
習
に
な
ら
な

い
よ
う
に
な
ど
、
ど
ん
な
工
夫
な
の

か
を
セ
ッ
ト
に
し
た
情
報
を
流
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

教
職
員
の
超
過
勤
務
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
想
定
さ
れ
る
。
学
校
教
育
現
場

で
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は

効
率
的
・
効
果
的
な
職
務
が
で
き
る

よ
う
に
会
議
の
精
選
な
ど
見
直
す
。

具
体
的
に
は
、
勤
務
負
担
の
軽
減
、

生
徒
の
多
様
な
体
験
の
充
実
、
健
全

な
成
長
を
促
す
観
点
か
ら
も
休
養
日

を
設
定
す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
。
部

活
動
の
大
胆
な
見
直
し
を
行
う
な
ど

業
務
の
適
正
化
を
進
め
て
い
く
。

文
書
事
務
と
し
て
は
、
簡
素
化
が
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
検
討
を
進
め
、

教
職
員
の
負
担
感
を
軽
減
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム（
シ
ー
フ
ォ
ー
ス
）で
は
、ス
ム
ー

ズ
に
対
処
で
き
る
か
と
い
う
視
点
と

リ
テ
ラ
シ
ー
（
知
識
や
活
用
能
力
）

と
い
う
両
面
か
ら
考
慮
し
て
い
く
。

シ
ー
フ
ォ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
研
修

会
や
説
明
会
を
開
い
て
い
る
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
の
取

り
組
み
と
し
て
免
許
証
の
自
主
返
納

が
あ
る
。
免
許
返
納
で
運
転
を
断
念

す
る
人
の
ケ
ア
も
重
要
。
特
に
「
デ

マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
」
は
利
用
者

の
希
望
時
間
や
乗
降
場
所
な
ど
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
有
効
。
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
事
故
防
止
の
取
り
組
み
を
伺

う高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
事
故
防
止
の
取
り

組
み
は
本
市
で
は
運
転
免
許
自
主
返

納
の
支
援
事
業
は
行
っ
て
い
な
い
が

近
隣
自
治
体
の
動
向
も
踏
ま
え
調
査

し
た
い
。

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
策
は
、
毎
月

１
日
青
パ
ト
に
よ
る
広
報
活
動
や
、

横
断
歩
道
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
等
、
高

齢
者
事
故
へ
の
注
意
喚
起
を
呼
び
か

け
て
い
る
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
に

対
し
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
に
関
し

出
前
講
座
を
実
施
し
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
に
努
め
て
い
く
。

「
ふ
れ
あ
い
号
」
も
し
く
は
デ
マ
ン
ド

交
通
シ
ス
テ
ム
を
全
市
域
に
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
高
齢
者
の
事
故
予
防

と
免
許
返
納
に
繋
が
る
要
因
に
な
る

と
思
う
が

「
ふ
れ
あ
い
号
」
は
高
齢
者
の
移
動
支

援
の
モ
デ
ル
と
な
る
先
進
的
な
取
り

組
み
。

地
域
ご
と
の
課
題
に
応
じ
、
地
域
の

関
係
団
体
と
情
報
交
換
を
進
め
、
実

情
に
応
じ
た
高
齢
者
の
移
動
支
援
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
は
既
存
の

バ
ス
や
、
ま
ど
か
号
、
タ
ク
シ
ー
等

の
交
通
手
段
と
調
整
が
で
き
、
き
め

細
や
か
な
対
応
が
進
め
ば
、
運
転
免

許
証
返
納
に
よ
り
高
齢
者
の
運
転
が

減
り
、
事
故
減
少
に
つ
な
が
る
と
思

う
。
高
齢
者
の
移
動
支
援
の
あ
り
方

も
、
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
を
含

め
先
進
地
の
取
り
組
み
な
ど
、
市
の

特
性
に
合
っ
た
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

大　

塚　

み
ど
り

井　

上　

正　

則

▲映像はこちら

▲映像はこちら



15

答 問

答 問

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
つ
な
ぐ

　
　

宇
宙
教
室
と
宇
宙
学
校

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
つ
な
ぐ

　
　

宇
宙
教
室
と
宇
宙
学
校

答答 問問

答 問

温
暖
化
防
止
と
避
難
場
所
、

　
　

学
校
に
パ
ネ
ル
設
置
を
！

温
暖
化
防
止
と
避
難
場
所
、

　
　

学
校
に
パ
ネ
ル
設
置
を
！

現
在
、
大
野
小
・
中
学
校
の
各
お
や

じ
の
会
が
中
心
と
な
り
「
ス
ペ
ー
ス

ド
リ
ー
ム
大
野
城
」
と
い
う
事
業
を

発
足
さ
せ
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
な
ど
と
共
働
し

て
い
る
。こ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
が「
宇

宙
」「
科
学
」
に
好
奇
心
を
持
ち
、
夢

を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
夢

に
む
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
や
、「
教
育
」
を
学
校

だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
地
域
、
専

門
団
体
と
共
働
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
な

ど
か
ら
特
別
講
師
を
招
き
、
小
・
中

の
各
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
親
子
で
学

べ
る
宇
宙
学
校
、
宇
宙
教
室
を
開
き
、

特
別
授
業
を
行
う
。
こ
れ
ら
「
宇
宙

学
校
・
宇
宙
教
室
」
の
事
業
は
年
に

約
10
の
市
町
村
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、

多
く
は
、
市
や
教
育
委
員
会
の
共
催

で
あ
る
。
中
に
は
、
市
・
教
育
委
員

会
が
主
催
と
し
て
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

と
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で

も
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
い
か
が
か
？

ス
ク
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
念
に

も
合
致
し
て
お
り
、
本
市
で
も
後
援

な
ど
で
で
き
る
か
ぎ
り
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
た
い
。

現
在
、
本
市
の
、
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
天
体
ド
ー
ム
の
活
用
を
推
進
し

て
お
り
、
今
回
の
ス
ペ
ー
ス
ド
リ
ー

ム
大
野
城
の
事
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
れ
ば
、
天
体
ド
ー
ム
の
Ｐ

Ｒ
に
も
な
り
、
ひ
い
て
は
市
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
に
も
寄
与
で
き
る
と
考

え
る
が
い
か
が
か
？

今
後
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
市
・

内
外
に
天
体
ド
ー
ム
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
つ
も
り
な
の
で
、
本
事
業
と
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
の
な
ら
大
変
あ
り

が
た
い
。

本
市
で
は
地
球
の
温
暖
化
対
策
の
一

つ
と
し
て
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
節
電
を

進
め
て
い
る
が
、太
陽
光
発
電
設
備
が

設
置
さ
れ
た
、市
庁
舎
と
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
現
状
に
つ
い
て

本
館
屋
上
に
50
Ｋ
Ｗ
、
新
館
屋
上
に

30
Ｋ
Ｗ
、
蓄
電
池
25
Ｋ
Ｗ
ア
ワ
ー
の

設
置
を
し
、
平
成
27
年
度
の
一
年
間

の
発
電
量
は
庁
舎
の
、
年
間
電
気
使

用
量
の
約
９
％
に
当
た
る
。

四
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

太
陽
光
発
電
の
設
置
規
模
は
、
各
セ

ン
タ
ー
と
も
10
Ｋ
Ｗ
ア
ワ
ー
で
、
電

力
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

災
害
時
の
避
難
場
所
で
太
陽
光
発
電

設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
公
民
館

や
す
こ
や
か
交
流
プ
ラ
ザ
の
今
後
の

設
置
計
画
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
は
行
わ
ず
、

省
エ
ネ
に
配
慮
し
た
設
備
改
修
や
機

器
導
入
な
ど
の
省
エ
ネ
改
修
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
合
わ
せ
て
実
施
。

公
民
館
等
は
避
難
場
所
と
な
る
こ
と

か
ら
、
小
型
自
家
発
電
機
や
照
明
器

具
な
ど
の
設
置
、
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散

防
止
の
フ
イ
ル
ム
の
貼
付
、
４
ヵ
所

の
モ
デ
ル
公
民
館
に
雨
水
タ
ン
ク
を

設
置
し
、
効
果
の
検
証
を
行
う
。

す
こ
や
か
交
流
プ
ラ
ザ
は
、
次
期
改

修
計
画
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

環
境
教
育
や
啓
発
を
目
的
と
し
て
大

野
小
学
校
に
平
成
18
年
に
設
置
、そ
の

成
果
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
防
止
や
省
エ
ネ
に
つ
い

て
関
心
を
持
つ
よ
う
な
学
習
に
取
り

組
み
、
節
電
の
意
識
が
高
ま
り
、
理

系
の
分
野
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
現
状
で
は
、
他
の
学
校
へ

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
計

画
は
な
い
。

井　

福　

大　

昌

清　

水　

純　

子
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５月
臨時会

件　　　　　　　　名 本会議結果

全会一致 承認

付託委員会

－

議案番号

－

全会一致 可決 予算委員会

第31号議案

第30号議案

第27号議案

第28号議案

第29号議案

全会一致 同意 －大野城市監査委員の選任について

報告第２号 報告 －

－ 指名推選 －筑慈苑施設組合議員の選挙

－ 〃

〃

－〃

－福岡都市圏南部環境事業組合議員の選挙

－ 承認 －閉会中の所管事務調査について（議会運営委員会）

審 議 結 果 一 覧 平成29年 第2回 5月臨時会

平成29年5月臨時会を５月９日（火）に開催
８の案件を審議し、全て可決･承認・同意・
指名推選。報告１件。

正副議長、各委員会の委員選出

新
し
い

広
報
委
員
決
定

よ
り
多
く
の
人
に
読
ん
で
、
見

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
分
か
り

や
す
い
議
会
だ
よ
り
・
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
、
大

野
城
市
議
会
に
関
す
る
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

委
員
長
　
　
髙
山
や
す
子

副
委
員
長
　
森
　
和
也

委
員
　
　
　
松
田
美
由
紀

　
　
　
　
　
山
上
　
高
昭

　
　
　
　
　
大
塚
み
ど
り

　
　
　
　
　
松
﨑
百
合
子議会だよりは、２月、５月（６月）、

８月、11月の年４回発行予定です。

専決処分の報告について（川久保三丁目のビル駐車場における
社屋水切り部破損事故に係る損害賠償の額の決定及び和解に
ついて）

専決処分した事件の承認について（大野城市税条例の一部を
改正する条例）

専決処分した事件の承認について（大野城市都市計画税条例
の一部を改正する条例）

専決処分した事件の承認について（大野城市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

平成 29 年度大野城市一般会計補正予算（第１号）について
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氏　　　名 住　　　所 電　　話 広報会派議運予算 所属会派F　A　X

議　　長

副　議　長

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

大 野 城 市 議 会 議 員 名 簿
[任期：平成27年５月１日～平成31年４月30日] 平成29年５月９日現在

〒816-0971
大字牛頸1336-2田　中　健　一

けんいちたなか

白　石　重　成
しげなりしらいし

井　上　正　則
まさのりいのうえ

松　田　美由紀
みゆきまつだ

松　﨑　正　和
まさかずまつざき

松　下　真　一
しんいちまつした

髙　山　やす子
やすこたかやま

井　福　大　昌
だいすけいふく

中　村　真　一
しんいちなかむら

清　水　純　子
じゅんこしみず

大　塚　みどり
みどりおおつか

天　野　嘉久孝
かくたかあまの

森　　　和　也
かずやもり

平　井　信太郎
しんたろうひらい

松　﨑　百合子
ゆりこまつざき

山　上　高　昭
たかあきやまかみ

関　井　利　夫
としおせきい

関　岡　俊　実
としみせきおか

福　澤　信　光
のぶみつふくざわ

河　村　康　之
やすゆきかわむら

※　◎委員長　○副委員長　☆委員　★代表

〒816-0943
白木原1-9-38-202

白　石　重　成
しげなりしらいし 〒816-0943

白木原1-9-38-202

〒816-0964
南ヶ丘7-4-13

〒816-0983
月の浦5-11-15

〒816-0964
南ヶ丘1-14-27

〒816-0981
若草2-27-15

〒816-0904
大池2-11-2

髙　山　やす子
やすこたかやま 〒816-0904

大池2-11-2

〒816-0943
白木原1-2-15-102

〒816-0922
山田1-6-12

〒816-0941
東大利3-6-1

〒816-0983
月の浦4-19-7

〒816-0955
上大利3-9-13

〒816-0983
月の浦2-3-9

〒816-0956
南大利1-13-5

〒816-0954
紫台13-17

〒816-0971
大字牛頸270

〒816-0911
大城3-9-17

〒816-0952
下大利1-9-18

〒816-0955
上大利2-17-5-301

〒816-0931
筒井3-9-41

福
祉
文
教
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

自　503-3080
事　287-2155

自　503-3080
事　287-2155

自　503-3080
事　287-2155

自　503-3080
事　287-2155

自　596-5515
事　595-8154

自　596-3405
事　596-5417

自　596-3405
事　558-6674

582-4828

596-5515

582-4828

ー

582-4828

574-6363

573-5111

595-2712

924-8890

595-2470

577-0884

501-5317

596-0900

515-6678

582-4828

574-6363

573-5111

595-2712

596-4321

595-2470

577-0884

501-5317

596-0900

503-2123

574-4359

596-7084

595-4516

503-2123

574-4359

596-7084

595-4516

596-8570

984-1384

595-7037

596-8570

596-8508

595-7037

☆

☆

☆

☆

☆

☆

○

☆

☆ ★

★

☆

☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆

★

★

☆

◎

◎

◎

○

◎

○

公　明　党

自民まどか

自民大野城

自民大野城

公　明　党

改革フォーラム

ー

自民まどか

改革フォーラム

公　明　党

改革フォーラム

自民まどか

改革フォーラム

自民まどか

自民まどか

公　明　党

公　明　党

自民大野城

ー

自民大野城

自民まどか

改革フォーラム



あ
ん
て
な

あ
ん
て
な

 〔回答〕本会議の傍聴は、市役所５階傍聴席

入口前で受け付けます。委員会の傍聴は、会

議が開催される10分前までに４階議会事務局

にお知らせください。なお、傍聴に際して、「住

所」「氏名」の記入が不要となりました。委員

会の傍聴は委員長の許可制も廃止され、原則

公開となり、より一層気軽に傍聴しやすくな

りました。

 〔回答〕大野城市議会では「会派制」を採用

しています。議員は、市政に関する主義や主

張が同じ他の議員とともに、２人以上で「会派」

を結成することができます。 現在、本市議会は、

「改革フォーラム (５名)」、「自民大野城 (５名)」

「自民まどか (４名 )」「公明党 (４名 )」会派に

所属していない議員２名で構成されています。

 〔回答〕議会の運営、議事の順序などを会議

する議会運営委員会と、４つの常任委員会、

そして決算の審査や必要に応じて組織される

特別委員会があります。

常任委員会は、以下の４つで構成されています。

①総務企画委員会　８人

企画政策部・総務部・地域創造部・出納室・

監査委員事務局・選挙管理委員会・農業委員

会の所管に属する事項を審査する。

②福祉文教委員会　６人

こども部・長寿社会部・市民福祉部・教育委

員会の所管に属する事項を審査する。

③都市環境委員会　６人

危機管理部・建設環境部・上下水道局の所管

に属する事項を審査する。

④予算委員会

予算に関する事項を審査する。

 〔質問〕議会にはどのような委員会があり、
どのようなことを審査されていますか？

 〔質問〕議会を傍聴したい時は、どうしたら
いいですか？

 〔質問〕議会の組織構成は？

　

ま
さ
に
木
々
の
緑
も
鮮
や
か
な
風
薫

る
五
月
と
い
う
言
葉
を
実
感
す
る
と
て

も
い
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
は
ひ
な
祭
り
、
５
月
５
日

と
い
え
ば
端
午
の
節
句
、
鯉
の
ぼ
り
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
感
が
あ
り
ま
す

が
今
は
男
の
子
だ
け
で
な
く
、
女
の
子

も
含
め
た
「
こ
ど
も
の
日
」
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
繋
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
素
晴
ら
し
い

習
慣
で
す
。

　

こ
ど
も
の
笑
顔
、
に
ぎ
や
か
な
笑
い

声
は
ま
さ
に
地
域
の
宝
で
す
。
母
の
日

に
も
感
謝
の
思
い
を
込
め
な
が
ら
地
域

の
見
守
り
で
、
こ
ど
も
の
す
こ
や
か
な

成
長
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｓ
）

平成 29年                                  （予定）

6 月  1 日 ( 木 )10:00 ～本会議　提案理由説明
　　  8 日 ( 木 )10:00 ～本会議　質疑・付託
　　  9 日 ( 金 )10:00 ～各常任委員会　13日迄
　　15日 ( 木 )  9:30 ～本会議　一般質問
　　16日 ( 金 )  9:30 ～本会議　一般質問
　　20日 ( 火 )10:00 ～本会議　報告・討論・採決

　　　　本会議・各委員会は傍聴できます。
　　　  みなさまの傍聴をお待ちしています。

第３回６月定例会

質問者　宮井　教江さん
みや　い　　　のり　え

大
野
城
市
議
会
だ
よ
り
　
　
N
o
.1
3
7

編
集
：
広
報
委
員
会
（
 委
員
長
：
髙
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す
子
　
　
副
委
員
長
：
森
和
也
　
　
委
員
：
松
田
美
由
紀
・
山
上
高
昭
・
大
塚
み
ど
り
・
松
﨑
百
合
子
 ）
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重
成


